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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　アドアーズグループにおけるコーポレート・ガバナンスに対する基本的な考え方は、企業が長期に存続・繁栄していくために必要不可欠な仕組み
であり、また企業が社会的責任を果たしていくための根幹をなすものと考えております。

　経営の重要課題である「長期的かつ総合的な株主価値の極大化」の基本方針のもと、迅速かつ効率的な経営を行いながら、コンプライアンス
（法令遵守）の徹底、内部統制の徹底など企業の社会的責任を重視し、これらの活動を通じて継続的な企業価値・株主価値の向上を図っておりま
す。

　当社におきましては経営の透明性を高めるために、監査役会を設置して監査役による取締役の業務執行に対する監視機能の充実に努めてい
ることに加え、内部統制システムやリスク管理体制の構築・整備を推進しているほか、正確かつ公正なディスクロージャーによるステークホルダー
への誠実な対応に努めております。

　更に、当社及び子会社（以下「アドアーズグループ」といいます。）の行動規範として、「グループ企業理念」「グループ行動理念」「グループ法令遵
守基本方針」を定め、アドアーズグループ一丸となった法令遵守の徹底を図り、企業としての健全性の向上を図っております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

当社は、JASDAQ上場企業としてコーポレートガバナンス・コードの基本原則をすべて実施しております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

Jトラスト株式会社 59,755,500 42.91

株式会社ユナイテッドエージェンシー 40,800,000 29.30

鈴木　高幸 4,364,996 3.13

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス 2,908,700 2.09

岡田　浩明 1,212,000 0.87

星　久 545,848 0.39

アドアーズ従業員持株会 537,130 0.39

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４） 504,000 0.36

宗教法人大日本獅子吼教会 388,000 0.28

システムサービス株式会社 274,000 0.20

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 Jトラスト株式会社　（上場：東京）　（コード）　8508

補足説明

　Ｊトラスト株式会社（以下「Ｊトラスト」といいます。）は、当社の議決権の42.92％を所有し、また、同社常務取締役執行役員である明珍徹氏が当社
の代表取締役社長を兼務し、同社代表取締役社長最高執行役員である藤澤信義氏が当社の取締役として経営に携わっているなど、当社の意思
決定機関に大きく影響を与え、実質的に支配していることが推測される事実が存在する状況にあることから、当社に与える影響が最も大きいと認
められる会社と認識しております。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 JASDAQ

決算期 3 月



業種 サービス業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

500人以上1000人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円以上1000億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

　当社と支配株主との間に取引が発生する場合には、一般の第三者取引先と同様に、公正かつ適正な手続きを経て決定しており、少数株主に不
利益を与えることがないように適切に対応しております。

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

　Ｊトラストは、ホールディング業務を中核とし、国内外の金融事業等を営む総合金融グループであります。当社グループはこのＪトラストグループ
内において、主に総合エンターテインメント事業や不動産事業および商業施設建築事業ならびに店舗サブリース事業を担い、独自の事業領域に
おいて、各事業のビジネスモデルの展開を図っており、Ｊトラストグループからの特段の制約および調整を受けている事項はありません。

　また、Ｊトラストに限らず、明珍氏および藤澤氏が役員を兼務する事業会社との取引については、取締役会の決裁を要する取引が発生した場
合、明珍氏および藤澤氏は、その決裁案件に関する取締役会の審議・決議から外れているほか、個別の案件ごとに協議、相見積もりを実施する
など、一般の第三者取引と同様の合理性を確保した上で決定しております。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 10 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 7 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 1 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

0 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

鷲尾　誠 弁護士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

鷲尾　誠 　 社外取締役

弁護士として企業法務等に関する豊富な経験
と専門的な見識に加え、会社経営に携われて
いることから、その経験やそれによって得られ
た高い知見を、当社の経営体制やコーポレート
ガバナンスにおける経営監督に活かしていただ
き、その職務を適切に遂行いただけるものと判
断し、選任するものであります。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【監査役関係】



監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 5 名

監査役の人数 3 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

　監査法人による監査計画及び監査結果の報告には、監査役が出席し、相互に意見交換が図られており、問題点の共有を図る等、効率的かつ効
果的な監査の実施に努めております。

　監査部におきましては、法令遵守・内部統制の有効性に加え、接客水準の維持・向上を含めた社内規定に則り、適時監査をおこない、その報告
は代表取締役及び担当取締役に報告されるとともに、監査役にも常に情報提供されております。

　また、監査部は監査役の行う監査の円滑な遂行に協力しており、必要に応じて随時会合を開催するなど、相互の意見交換・情報交換を積極的
に行うことで密接な連携を保っております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

1 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

栗岡　利明 他の会社の出身者

松森　洋隆 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

栗岡　利明 ○
常勤監査役 栗岡氏を独立役員として指定

しております。

長年金融業等で培った財務経理関連を中心と
した豊富な経験と高度な専門知識を有してお
り、その幅広い見識を経営に反映いただくこと
を目的とする。

また当社との間には特別な利害関係がなく、一
般株主と利益相反の生じる恐れがないと判断
したため、独立役員に指定しております。

松森　洋隆 　 非常勤監査役

銀行での支店長を歴任するなど、金融機関に
おける豊富な経験と幅広い知識を有しており、
当社経営に関してチェック、助言を期待できる
ことから、職務を適切に遂行いただけるものと
判断し、社外監査役として選任するものであり
ます。

【独立役員関係】



独立役員の人数 1 名

その他独立役員に関する事項

　当社は、東京証券取引所が定める独立性に関する判断基準等を参考に独立役員を１名以上選任することとしております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

ストックオプション制度の導入

該当項目に関する補足説明

　平成28年７月５日の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、中長期的な当社の業績拡大及び企業価
値の増大を目指すにあたり、より一層意欲及び士気を向上させ、当社グループの結束力をさらに高めることを目的として、当社、当社子会社及び
当社孫会社の取締役及び従業員に対して、有償にて新株予約権を発行することを決議しております。

　なお、本件は新株予約権を引き受ける者に対して公正価格にて有償で発行するものであり、特に有利な条件ではないことから、株主総会の承認
を得ることなく実施しております。また、新株予約権は付与対象者に対する報酬としてではなく、各者の個別の投資判断に基づき引き受けが行わ
れるものであります。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、社外取締役、従業員、子会社の取締役、子会社の従業員

該当項目に関する補足説明

　平成28年７月５日の当社取締役会決議に基づき当社、当社子会社及び当社孫会社の取締役及び従業員に対して、有償にて発行する新株予約
権は、115,000個（新株予約権が全て行使された場合に付与される株式の総数は、当社普通株式11,500,000株となり、新株予約権の行使に必要な
行使価額の総額は1,495百万となります。）となり、詳細は以下のとおりです。

　当社、当社子会社及び当社孫会社の取締役　　　12名　　114,110個

　当社及び当社子会社の従業員　　　　　　　　　　　 　9名　　　　 890個

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

　取締役に支払った報酬総額と監査役に支払った報酬総額に分け各々開示しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

なし

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

―――

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

　監査部および総務部門のスタッフが社外取締役及び社外監査役を補佐する体制を整えております。取締役会及び監査役会招集時の開催連
絡、議案説明をメール・FAX・電話などで行うとともに、会議開催前に事前資料の配布を行うよう努めております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（１）取締役会

　当社取締役会は、取締役７名（うち社外取締役１名）で構成されております。当社における業務執行につきましては、毎月1回取締役会を開催して
おり、会社の経営方針、法令で定められた事項などの重要事項を決定するだけでなく、取締役の職務執行を監督しております。また、迅速かつ適
切な意思決定を実現するために、会社における重要事項におきましては、定例取締役会のほか、会社法第370条に定められる書面または電磁的
な記録による決議を採用しております。併せて取締役、各関連部門の責任者などで適宜構成される各会議体における情報共有をはじめ、ネット
ワークを用い適時情報を共有する等、各役員の業務執行状況を共有する体制を構築しております。

（２）監査体制

　ア） 監査体制としましては、監査部による監査、監査役による監査、会計監査人による監査があります。

　イ） 内部監査につきましては、事業部門と独立した監査部を設けており、子会社等を含む本社各部門および全国の各店舗、事業所を２名で適時



監査しております。監査部では監査役と連携をとりながら、店舗巡回監査の計画を中心に、法令遵守、社内諸規程やコンプライアンスの観点から
監査を行っております。問題点が発生した場合は適宜代表取締役及び担当取締役に報告を行うだけでなく、すぐに改善命令を出し、フォローアッ
プ監査を行なっております。

　ウ） 監査役につきましては、取締役会やその他の重要な会議に出席いただき、適宜助言や意見を述べております。

　エ） 当社の監査役会は監査役３名（うち社外監査役２名）で構成され、定例監査役会を月1回、必要に応じて臨時監査役会を開催し、業務執行状

況について協議を行なっております。更に常勤監査役におきましては、取締役会のほか、その他の重要な会議に出席し、また取締役から事業担
当者にわたる全ての関係者からの意見聴取や資料の閲覧、調査を通じて取締役の業務執行の適法性・妥当性を監査しております。

　オ） 会計監査につきましては、優成監査法人を選任しております。正しい経営情報の提供だけでなく、監査役との適切な意見・情報交換や各事

業部門からの意見聴取を行うなど、公正な監査ができる環境を整えております。

（３）その他当社における組織体制

　ア） 法務・コンプラグループ及び内部統制グループを設置しております。会社法務、法令遵守、リスク管理及び内部統制の運用状況を管理するこ

とで、各従業員に対する法令知識の醸成および、企業体としての法令遵守の更なる強化を図っております。

　イ） 昨今の企業不祥事に鑑み、より高い企業倫理とリスク管理の側面からコンプライアンス・リスク管理体制をより強固なものとすべく、管理部門

を担当する役員を委員長としたコンプライアンス・リスク管理委員会を設置しております。企業不祥事の発生を防止するため「グループ法令遵守基
本方針」を定め、周知徹底を図っている他、社員のみならず、アルバイト従業員・派遣社員・契約社員・嘱託社員等、当社関係者が通報・相談でき
る窓口として社内および弁護士事務所に「コンプライアンス・ホットライン」を設置し、運用しております。

（４）取締役及び監査役の報酬決定

　役員の報酬等に関しては、株主総会で決議された報酬限度額の範囲で、個々の役員の職責及び実績等を勘案し、取締役については取締役会
決議により、監査役については監査役会での協議を経て決定しております。なお、取締役の報酬限度額は、平成２年４月18日開催の臨時株主総
会におきまして、年額500百万円以内と決議いただいております。監査役の報酬限度額は、平成10年６月26日開催の第31回定時株主総会におき
まして、年額50百万円以内と決議いただいております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社は、当社取締役会の監督機能の強化を目的として社外取締役を選任し、また、監査役（監査役会）の充実等により、コーポレート・ガバナン
スの更なる強化が可能であると考えており、社外取締役１名及び社外監査役２名を選任しております。

　なお、社外監査役２名のうち１名を独立役員として選任しております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送

　定時株主総会における議案が確定次第、速やかに当社ホームページ及び東京証券取
引所の開示サイトを通じて、状況提供を行っており、株主様への招集通知の発送につい
ては法定期日より１～２日前倒しにて発送できるよう努めております。

　なお、株主様の権利や利益に影響を及ぼす重要な株主総会議案が提案される場合に
は、株主様に十分な検討期間を提供できるよう、情報開示を迅速かつ適切なタイミングで
開示できるように努めております。

集中日を回避した株主総会の設定
　株主各位の出席の便宜を図るため、また公平性ある議決権行使の場の提供という観点
から、定時株主総会の集中日を避けて開催日を設定し、より多くの株主の皆様が出席で
きるように配慮しています。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
　ディスクロージャーポリシーを定め、当社ホームページにて公表しておりま
す。

　http://www.adores.co.jp/ir/policy.html

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

　毎期第２四半期決算、期末決算後の年２回、代表取締役等による決算説明
会を開催しております。

あり

IR資料のホームページ掲載

　当社ホームページにＩＲ情報のページを設け、決算短信や決算説明会で配布
した資料などを随時掲載しております。このほか、コラボイベントリリースや店
舗売上概況等の決算情報以外の開示資料を適宜掲載しております。

　http://www.adores.co.jp/ir/

IRに関する部署（担当者）の設置 　経営企画部にＩＲ・広報担当を設置しております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

　当社は、株主様をはじめ、お客様・地域社会などあらゆるステークホルダーに対して、企
業として果たすべき社会的責任があると認識しております。この社会的責任は、お客様へ
のサービス向上やコンプライアンス遵守だけでなく、社員一人ひとりが高い倫理観のもと、
グループ価値向上に向け誠実に取り組むものであり、「グループ行動理念」に定めておりま
す。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

　資本市場の代表格たる上場企業としてコンプライアンス（法令遵守）の徹底・内部統制の
徹底などはもちろん、店舗運営を主軸とした企業としての地域社会への貢献活動など、社
会的責任を重視し、これらの活動を通じて継続的な企業価値の向上を図っております。

　アドアーズグループ価値向上に向け、2014年度より新たにグループ企業理念に定めた、
「世の中の常識にとらわれない独創性と誠実さを通じて幸せで豊かな未来をつくります」を
企業活動の原点とし、全社的な活動含め、各種CSR活動を実施・推進してまいります。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

　当社は、適時・公正・公平な情報開示に努めることにより、株主・投資家の皆様が当社に
対する理解を深め適正な投資判断を下していただくことに加え、債権者・格付け機関の適
正な判断を支援、当社が適切な格付けを取得することを目的にディスクロージャーポリシー
を定め、その実行を徹底しております。当社ホームページ上にて公表しております。

http://www.adores.co.jp/ir/policy.html



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　当社では、会社法に基づき「取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための
体制（内部統制システム)」構築の基本方針につきまして、取締役会で以下のとおり決定し、監査・監督機能の強化に努めております。

　また、内部統制部門主導により、内部統制システム及びリスク管理体制の構築・整備・運用の強化を図っております。

１．業務の適正を確保するための体制

（１）当社及び子会社（以下「アドアーズグループ」といいます。）における取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制

　ア） アドアーズグループにおける行動規範として「グループ企業理念」「グループ行動理念」「グループ法令遵守基本方針」を定め、事業所等見や

すい場所に掲示のうえ、情報発信等を行い、周知徹底を図る。

　イ） コンプライアンス・リスク管理委員会を設置し、当該委員会において、コンプライアンス・リスク管理部門が立案したコンプライアンス及びリスク

対応に関する重要な方針を審議し、その後の進捗状況を監視する。

　ウ） 法令及び定款に違反する行為が行われ、または行われようとしていることにつき、アドアーズグループにおける使用人等が直接通報を行う

ための手段として内部通報制度を確立する。

　エ） コンプライアンスに関する啓蒙活動を行うことでコンプライアンス意識の向上を図る。

（２）当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　文書管理規程に従い、取締役会議事録をはじめとする重要な会議の意思決定に関する記録や、職務権限規程に基づき決裁を受けた稟議書
等、取締役の職務の執行に係る情報を適正に記録し、保存及び管理を行う。

（３）アドアーズグループにおける損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　ア） アドアーズグループを統括するリスク管理規程を定め、当社各部門及び子会社に１名以上、コンプライアンス・リスク管理責任者を設置する。

　イ） コンプライアンス・リスク管理責任者並びにそれぞれの担当部署は、事業環境、災害、サービスの品質及び情報セキュリティに係るリスクにつ

いて、規則・ガイドラインの策定、研修の実施、マニュアルの作成・配布などリスク低減の施策に取り組む。

　ウ） アドアーズグループ各社の部門を横断するリスク状況の監視は当社の内部統制部門が行い、各種契約をはじめとした法務案件全般につい

ては、当社の法務審査部門がその対応を行う。

　エ） リスク対応のうち重要なものについてはコンプライアンス・リスク管理委員会で審議を行い、職務権限規程に基づき決裁を受けたのち、対応

にあたる。

　オ） 今後新たに生じるリスクについては、アドアーズグループ各社における取締役会で速やかに担当取締役または担当部署を定め、迅速な対応

を行う。

（４）アドアーズグループ各社における、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　ア） 当社の取締役会は月１回の定時取締役会及び随時開催される臨時取締役会にて経営の重要事項及び個別案件の決議を適時行うものとす

る。また、子会社の取締役会においても定時取締役会及び随時開催される臨時取締役会にて経営の重要事項及び個別案件の決議を適時行うも
のとする。さらに、電子稟議システムの導入により社外からでも稟議の閲覧、決裁を可能とし、経営の意思決定の迅速化及び経営効率の向上を図
る。

　イ） アドアーズグループ各社は、取締役、各関連部門の責任者などで適宜開催される各会議体の開催を通じ、各事業部門の業務執行状況につ

き検討を行い、適切な対応を実施する。

　ウ） 各会議体においては、ＩＴ、電子媒体などを活用し、業務執行状況、審議資料を当該会議体の構成員全員が共有することにより、効率的な情

報伝達を行う体制を構築する。

（５）当社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

　ア） アドアーズグループ各社は、会社として法令遵守体制、リスク管理体制、経営の透明性を確保し独立性を維持しつつ親会社の内部統制との

連携体制を構築する。

　イ） 子会社に関する重要且つ基本的な経営に関する決定については、当社の職務権限規程及び関係会社管理規程に基づき、当社の承認のも

と実施する。また法令遵守体制について適切な管理及び指導を行うことにより、その業務の適正を確保する。

　ウ） 子会社の取締役、執行役、業務を執行する社員、会社法第598条１項の職務を行うべき者その他これらのものに相当する者の職務の執行に

係る事項の当社への報告その他情報共有に関する体制を定める。

　エ） 当社の監査部門は、アドアーズグループの業務監査を適宜実施する。

　オ） 当社監査役と親会社及び子会社の監査役との間で、定期的に監査役連絡会を開催する等、情報交換並びに意見交換などの連携により監

査機能の向上に努める。

　カ） アドアーズグループにおける法令遵守の厳格化、リスク管理の強化、情報管理の徹底並びに業務の適正運用体制を確立するため、グルー

プ規程管理規程を定める。

（６）当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項並びにその使用人の取締役からの
独立性及びその使用人に対する当社監査役の指示の実効性の確保に関する体制

　ア） 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査役と協議の上、監査役を補助すべき使用人を設置するこ

と、または監査部員を監査役の職務を補助すべき使用人として従事させることができる。

　イ） 監査役の職務を補助すべき使用人については、その人事、及び考課にあたり事前に監査役と協議し、その意見を尊重した上でこれを実施す

る。

　ウ） 監査役の職務を補助すべき使用人については、取締役の指揮命令系統から独立させ、監査役の指示命令に従うものとする。

（７）アドアーズグループにおける取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への報告に関する体制及び、報告をしたこ
とを理由として不利益な取扱いを受けないことを確保するための体制

　ア） アドアーズグループ各社において重大な法令違反及び事業活動に伴う事故などが発生した場合は、各社の取締役及び使用人は、その内容

を各社監査役に遅滞なく報告する。なお、各社監査役が当該報告を受けた場合には、遅滞なく当社監査役にその旨を報告するものとする。

　イ） アドアーズグループ各社の取締役及び使用人は、当社監査役から業務執行に関する事項について報告を求められたときは、速やかに当社

監査役に報告するものとする。

　ウ） 前号ア）、イ）の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないことを確保するための仕組みを定める。



　エ） 当社の常勤監査役は、取締役会、コンプライアンス・リスク管理委員会などの重要な会議に出席するものとし、当該会議において、取締役、

各事業部門及び各関連部門の責任者または、アドアーズグループ各社のコンプライアンス・リスク管理責任者は、経営に関する重要な決定、各部
門の業務執行状況、コンプライアンス・リスクに関する重要な案件に係る具体的施策及び内部監査の実施状況などにつき定期的に報告を行う。ま
た、重要な稟議書類の被報告者となり経営に関する重要な決裁事項を把握する。

（８）当社監査役の職務執行について生じる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

　当社監査役がその職務の執行について、当社に対して費用の前払い又は償還等を請求した時は、当該請求に係る費用又は債務が監査役の職
務の執行に必要でないことが明らかに認められる場合を除き、当社は所定の手続きに従い、速やかにこれに応じるものとする。

（９）その他当社監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　ア） 内部監査規程において、監査部門を監査役の行う監査の円滑な遂行に協力させ、もって監査効率の向上に努める。

　イ） 監査役が意見の形成などのため、必要に応じて会計監査人及び顧問弁護士を活用できる体制を確保する。

２．当該体制の運用状況

（１）取締役の職務の執行を確保するための体制

　ア） 取締役６名、社外取締役１名、監査役３名を構成員とする取締役会を開催し経営の重要事項及び個別案件の決議を行っております。５０期

は毎月１回の定時取締役会と７回の臨時取締役会を開催しております。

　イ） 社外取締役は、専門知識と経験を有する人を選任し、適宜取締会において意見を述べていただくことで、意思決定の妥当性を担保しており

ます。

（２）コンプライアンス・リスクマネイジメントのための体制

　ア） グループ企業理念、グループ行動理念、グループ法令遵守基本方針を定め、社内に周知しております。

　イ） リスク管理規程を定め、当社が対応すべきリスクの種類、リスク管理の体制等を記載しております。

　ウ） 当社取締役であるコンプライアンス・リスク管理統括責任者のもと、当社各部門及び子会社に１名以上、コンプライアンス・リスク管理責任者

を設置しております。

　エ） コンプライアンス規程を定め、企業倫理および遵法精神に基づく企業行動の徹底と社会的信用の向上を図っております。

　オ） コンプライアンス・リスク管理委員会規程を定め、コンプライアンス・リスク管理委員会においてリスク対応及び、コンプライアンスの推進につ

いての審議をしております。５０期は、６回開催しております。

　カ） 社外弁護士を含む複数の窓口を設置し、通報者の保護を定めた「内部通報者保護規定」を定め適切に運営しております。なお、内部通報窓

口に対する通報内容等はコンプライアンス・リスク管理委員会や取締役会に報告しております。

　キ） コンプライアンスに関する社内研修等の活動を行っております。

（３）監査役の職務の執行を確保するための体制

　ア） 監査役は、取締役会、コンプライアンス・リスク管理委員会等に出席しております。また稟議書等を閲覧することにより、監査の実効性を向上

しております。

　イ） 監査役会は常勤監査役２名（うち、社外監査役１名）、非常勤社外監査役１名で構成されています。５０期は１４回開催し、当社の監査につい

て協議を行っております。

　ウ） 監査部は監査役と密接な連携を取っております。５０期は毎月１回の定例会議及び年間４回の監査講評会を開催しております。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

ア） アドアーズグループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える勢力、団体には断固たる態度を取り、このような勢力、団体とは一切の関係を

持たないことを基本方針としており、その旨を「グループ法令遵守基本方針」に明文化し、事業所等見やすい場所に掲示し、全社員への周知徹底
を図っている。また、平素から当社総務部門が統括部署となり、反社会的勢力に関する情報収集に努めるとともに、万一、反社会的勢力からの接
触を受けた場合は、適宜に警察・弁護士等を含め外部機関と連携して組織的に対処する。

イ） 新規取引先に対する与信申請及び契約締結に係る稟議申請の際に、新規取引先と反社会的勢力との関わりに関する事前審査を実施する。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

　

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

　任期内の辞任等により、当社が監査役の員数を欠く場合に備え、補欠監査役を選任しております。


